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1.　今回は縫製時 に必 要とす る糸しご きの力 を測定し

た。 また新 らしい布地 の収縮率や縫目つれの分量 を前報

まで の白縞や手拭 ゆかた地のそ れとを 比較し た。つ ぎに

実物縫製 を試 み，洗 たく後の寸 法の変化 や縫製 時間 の測

定に今後の縫製のあり方を検討し たので報告す る。

2.　今回は市販品男物 ゆかた地 として代表的 な婦人倶

楽部ゆかた地を用い て実物の縫製をした。この場合の だ

て地縫 目は30cm ご とに0.3cm ぬい 糸をゆる めて次一針

返し 針とし た。 白縞は洗 たく後 の耳のつれ方が烈しい の

で，耳 切り込みを行ない，布 端を折り仕立とし た｡'これ

らは同一人 が細分化 された仕 事区 分につい て時間測定を

行 ない，新 らしい仕 方を し た た めの必要時間を算出し

た。ぬい 糸のしご き方 は縫製には欠 かせない ものである

が確 たる資料 もない ので， 学生 ３人 が30回づつ糸しご き

をし ，左右の手 の力 の比較，個人差 などについ て算定 を

ば ね式懸垂指示 はかりによって測定し た。 また，新らし

い 布地はこの実験に先 立って，既報 の方 法で収縮 率や縫

目つれ の実験 を行なったのは当然 のこ とで ある。

3.　乖しご きの力には 個人差 があ 列 普通 は右 手のし

ごく力 が左手 よりもま さっ て い る こ とが明らか となっ

た。 実物洗たく の結果は，後幅，前 幅.  粁 幅等 よこ地に

は変化 が見られ なかっ たが，背縫，脇縫，柾附等 たて地

の寸法にはぬい方上 の差 の結果 が明 らか となり，いま ま

での基 礎実験 の結果 が実物に も生かされていることに確

信 をえたわけで ある。


